
 

 

 

 

 

 

今年もスキルアップの春！ 

 令和６年４月より「新たな教師の学びの姿」の実現のための「全国教員研修プラットフォーム（以下、Plant

という）」が稼働しています。 

Plantにアクセスすることで、大阪府や東大阪市が主催する研修を含む様々な研修に申し込んだり、受講履歴

を確認したりすることができます。また、研修通知の受取りや申込み、履歴の記録・確認も一元的に行えます。

これにより、自分が伸ばしたい分野や新たに学びたい分野を見つけ、目標設定やキャリア形成に役立てることが

期待されています。 

学びを深める一年となるよう、ぜひ積極的にご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

「東大阪市教育センター（研修・調査研究）」チーム開設中 ！  

東大阪市教育センターでは、学び続ける先生方を応援・サポートすることを目的として、令和７年１月 16 日よ

りプレ開設していた「東大阪市教育センター（研修・調査研究）」チームを、この４月より本格始動いたします。 

開設中のチャネルは以下の通りです。ぜひ本チームを積極的にご活用いただき先生方の資質・能力の向上にお役

立てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.３６１ 令和７年４月１０日 

発行 東大阪市教育センター 

「探究」と「対話」 

「トライ＆エラー」 

＜チーム開設について＞ 
 

・５つのチャネル 

①STEAM探究教育（調査・研究） 

今年度の調査・研究のテーマであるSTEAM探究教育の情報などを発信します。 

②研修案内 

市教育センターが主催する研修の実施日や内容等を掲載します。 

③資料等 

研修内の提案授業など、貴重な実践資料の保管庫です。 

④教育図書の貸出 

Formsから逓送での貸出申込ができます。 

 新刊登録書や蔵書一覧はここからチェックしてください。 

⑤センター通信 

毎月発行しているセンター通信を掲載します。 



プレイルーム 

教育資料室 

ふれあいルーム多目的室 

教職員研修・相談支援のさらなる充実をめざして 

《教育センターの事業紹介》 

 

 

<教職員研修> 

経験者研修や管理職研修、職に応じた研修等の「総合研修」、校園内の各担当者を対象とした「担当者研

修」、特別支援教育や人権教育等の「課題別研修」、国語や算数・数学等の「教科等研修」、学校園を訪問し、

授業支援等を行う「サポート研修」等を企画、実施します。 

大阪府教育センターと連携した研修の実施や、他課室と連携して、学校園における研修・研究の支援・指導

及び助言等も行います。 

 

<教育に関する資料の収集・貸出> 

１階の教育資料室では、教育に関する書籍などの閲覧ができ、貸出も行

っています。貸出の申込み方法は、直接、来所いただく方法と、Teams か

ら貸出手続きをしていただく方法があります。また、研修会場で、出張貸

出を行う場合もあります。借りた本は逓送便を利用して返却することがで

きます。 

 

<教育に関する調査・研究> 

教育課題の解決に向けた研究や教育資料の活用を推進し、学校園の「学ぶ力」を支援します。 

令和７年度「STEAM探究教育」に関する調査・研究を行います。 

 

 

<来所相談> 

子どもとの関わり方、発達についての相談、不登校や友人関係の悩み等

についての相談を受け、解決・改善に向けて一緒に考えます。 

 

<派遣相談> 

幼稚園・こども園・小学校において、幼児や児童により良い支援ができる 

よう、先生方と一緒に考えます。また、保護者からの相談も受けます。 

 

＜電話相談＞ 

「いじめ・悩み１１０番（子ども専用ダイヤル）」・・・いじめやその他、子どもが抱える悩みの相談窓口。 

「子どもの悩み相談（保護者・市民専用ダイヤル）」・・・子どもの教育や養育等に関する悩みへの相談窓口。 

 

<教育支援センター（ふれあいルーム）> 

児童生徒が将来に見通しを持ち、自分らしく生きる力をつけることをめざ 

します。また、ふれあい活動や学習活動など、多様な学びを通して児童生 

徒の社会的自立を図ります。 

 

<ふれあいオンラインルーム> 

教育メタバースを活用して学習支援や相談支援等を行い、不登校児童生 

徒の社会的自立を図ります。 

 

◎ 研修の募集状況や実施した研修の様子、教育支援センターの活動等、様々な情報を発信してまいります。 
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今年度も学び続ける教職員のための研修を実

施します！また、子ども、保護者、教職員のニー

ズに寄り添う相談事業に取り組んでいきます。

どうぞよろしくお願いします。 


